
こども園でおもちつき大会
新年のごあいさつ
町土整備課からのお知らせ
若桜町議会議員一般選挙及び若桜町長選挙
今年の冬は「ウォームシェア」　
確定申告の準備はお早めに！
民生児童委員・主任児童委員が決まりました
トップアスリートに学ぼう！
平成26年度の償却資産の申告時期になりました
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　今年もおもちつき大会がわかさこども園で行われました。
子どもたちは「よいしょ、よいしょ」と大きな声で元気にか
け声をあげながら、おうちの方と一緒におもちつきを楽し
みました。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
健
や

か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
本
年
が
皆
さ
ま
に

と
り
ま
し
て
健
康
で
幸
多
き
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
皆
さ
ま
方
に
は
日
頃

か
ら
「
元
気
な
町
づ
く
り
」
に

多
数
参
画
し
て
い
た
だ
き
、
町

に
元
気
が
出
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
皆
さ
ま
の
ご
支
援
の
お
か

げ
で
あ
り
、
深
く
感
謝
い
た
し

ま
す
。

　

昨
年
は
、
日
本
国
土
の
至
る

と
こ
ろ
で
台
風
な
ど
の
土
石
流

に
よ
る
災
害
が
発
生
し
、
大
き

な
被
害
が
続
出
し
ま
し
た
。
今

年
こ
そ
、
災
害
の
な
い
安
全
・

安
心
な
暮
ら
し
や
す
い
年
に
な

る
よ
う
祈
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
税
と
社
会
保
障
の
一
体
改

革
が
い
よ
い
よ
４
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
医
療
保
険
、

介
護
保
険
、
年
金
・
子
育
て
支

援
な
ど
の
充
実
や
地
方
財
政
の

確
立
な
ど
に
大
き
く
期
待
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
２
０
１
２
年
度

に
第
９
次
若
桜
町
総
合
計
画
が

ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
は
３
年
目

を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
国

道
４
８
２
号
の
茗
荷
谷
バ
イ
パ

ス
の
開
通
、
小
中
一
貫
校
の

若
桜
学
園
の
開
校
と
校
舎
の

増
築
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
完

成
、
幼
保
一
元
化
の
若
桜
こ
ど

も
園
の
開
園
、
旧
池
田
小
学
校

の
企
業
誘
致
、
子
育
て
支
援
の

充
実
、
町
営
住
宅
の
大
規
模
改

修
、
林
業
専
用
道
な
ど
の
路
網

の
整
備
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を

活
用
し
た
熱
源
対
策
、
鹿
・
猪

な
ど
の
解
体
処
理
施
設
「
わ
か

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

若
桜
町
長　

小

　林

　昌

　司　

さ
２
９
工
房
」
の
オ
ー
プ
ン
、

防
災
備
蓄
倉
庫
の
新
築
、
氷
ノ

山
で
の
両
県
交
流
イ
ベ
ン
ト
、

若
桜
鉄
道
の
活
性
化
、
若
桜
宿

の
か
り
や
・
昭
和
お
も
ち
ゃ
館

の
オ
ー
プ
ン
と
商
工
会
の
活
性

化
、
合
併
60
周
年
記
念
イ
ベ
ン

ト
、
移
動
購
買
車
の
開
始
、
韓

国
平
昌
郡
と
の
子
ど
も
の
交
流

な
ど
幅
広
い
町
づ
く
り
を
展
開

し
て
、
町
づ
く
り
は
順
調
に
進

ん
で
お
り
ま
す
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
国
道

４
８
２
号
の

米
バ
イ
パ
ス
、

県
道
若
桜
下
三
河
線
の
岩
屋
堂

バ
イ
パ
ス
の
早
期
整
備
促
進

や
こ
ど
も
園
・
若
桜
学
園
と
の

一
貫
し
た
特
色
あ
る
教
育
を
進

め
る
と
と
も
に
、
旧
若
桜
小
学

校
の
跡
地
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
な
ど
が
で
き
る
町
民
健
康
づ

く
り
の
場
に
、
さ
ら
に
は
人
口

を
少
し
で
も
減
少
さ
せ
な
い
た

め
の
方
策
と
し
て
、
移
住
定
住

対
策
の
促
進
や
公
営
住
宅
の
改

修
、
子
育
て
支
援
の
充
実
に
も

重
点
を
置
き
ま
す
。
ま
た
、
木

材
を
搬
出
す
る
た
め
の
路
網
の

整
備
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
活

用
し
た
公
共
施
設
の
熱
源
供
給

体
制
、
有
休
農
地
の
解
消
、
ジ

ビ
エ
料
理
の
普
及
宣
伝
、
簡
水

の
石
綿
管
布
設
替
と
統
合
、
儲

か
る
若
桜
鉄
道
の
仕
組
み
づ
く

り
、
氷
ノ
山
を
中
心
に
し
た
兵

庫
・
鳥
取
両
県
合
同
の
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
よ
る
観
光
客
の
誘

致
、
魅
力
あ
る
若
桜
宿
内
の
町

づ
く
り
、
可
燃
物
・
不
燃
物
の

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
建
設
、
認

知
症
予
防
検
査
の
タ
ッ
チ
パ
ネ

ル
・
テ
ィ
ー
ダ
ス
、
血
管
の
老

朽
化
を
測
定
す
る
Ａ
Ｂ
Ｉ
機
器

を
活
用
し
た
健
康
づ
く
り
対
策

や
住
民
基
本
条
例
の
制
定
や
手

話
の
講
習
会
な
ど
に
も
取
り
組

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

年
々
高
齢
化
も
し
て
き
て
お
り

ま
し
て
、
自
助
・
共
助
・
公
助

を
基
本
に
お
互
い
が
支
え
合
う

集
落
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

課
題
は
た
く
さ
ん
山
積
み
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
課
題

を
克
服
す
る
の
が
私
た
ち
の
使

命
で
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
と
楽

し
く
町
づ
く
り
を
や
り
た
い
、

単
独
で
生
き
る
小
さ
い
町
で
す

が
、皆
さ
ん
の
参
画
の
下
に「
身

の
丈
に
合
っ
た
」
安
全
・
安
心

な
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

職
員
一
同
、
一
生
懸
命
に
汗

を
か
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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気
温
が
マ
イ
ナ
ス
３
℃
以
下
に
な

る
と
、
水
道
管
の
中
の
水
が
凍
っ
て
、

水
道
管
が
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
特
に
屋
外
に
露
出
し
て
い
る
水

道
管
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
凍
ら
せ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、

水
道
管
を
保
温
材
で
覆
っ
て
く
だ

さ
い
。
保
温
材
は
市
販
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
家
庭
で
取
り
付
け

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
凍
っ
た
部

分
に
タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上

か
ら
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
か
け

て
く
だ
さ
い
。
直
接
熱
湯
を
か
け

る
と
水
道
管
が
破
裂
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

●
水
道
管
が
破
裂
し
た
ら
、
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
あ
る
「
元
栓
」

を
閉
め
て
、
給
水
装
置
指
定
工
事

店
へ
修
繕
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

水道管の凍結に注意！！

　

除
雪
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

積
雪
時
に
ス
ム
ー
ズ
な
除
雪
作
業
が
行

え
る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
道
路
に
車
や
物
は
絶
対
に
置
か
な
い

　

道
路
に
車
や
物
な
ど
が
放
置
し
て
あ

る
と
、
除
雪
作
業
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
門
前
の
除
雪
・
集
落
道
の
除
雪
は
各

戸
・
各
関
係
者
で
お
願
い
し
ま
す

　

機
械
除
雪
作
業
に
よ
り
、
住
宅
の
入

口
や
集
落
道
な
ど
の
取
り
合
い
の
部
分

に
雪
が
た
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

各
戸
・
各
関
係
者
で
の
除
雪
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
散
水
施
設
（
消
雪
パ
イ
プ
）
の
運
転

管
理
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

町
道
の
散
水
施
設
は
河
川
や
道
路
側

溝
・
用
水
路
か
ら
取
水
し
て
い
る
た
め
、

水
路
に
雪
や
ゴ
ミ
を
流
さ
れ
ま
す
と
、

故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

施
設
沿
線
の
水
路
に
雪
や
ゴ
ミ
を
流
さ

な
い
よ
う
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

除雪作業にご協力ください

　

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
水
道
料
金
を
決

め
る
た
め
の
大
切
な
機
械
で
す
。
水

道
使
用
料
を
把
握
す
る
た
め
に
１
ヶ

月
ご
と
に
検
針
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

正
確
か
つ
効
率
的
に
検
針
を
行
う
た

め
に
、
左
記
の
こ
と
に
ご
注
意
の
う

え
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

注
意
点

●
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
は
、

物
を
置
か
な
い
。

●
犬
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
、
水
道
メ
ー

タ
ー
か
ら
離
し
て
つ
な
ぐ
。

●
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
周
辺
や
中
は
、

き
れ
い
に
保
つ
。

※
長
期
間
、
水
道
を
使
用
さ
れ
な
い

と
き
は
、
漏
水
防
止
の
た
め
に
元

栓
を
止
め
ま
し
ょ
う
。

水道メーターボックス
　　　　維持管理のお願い

☎
お問い合わせ

役場町土整備課
（８２）２２３6

ＩＰ９（８２）２２３6

町
土
整
備
課
か
ら
の

　
　
　
　お
知
ら
せ
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11
月
25
日（
月
）、西
本
誠
さ
ん
、竹
本
光

子
さ
ん
、谷
川
幸
枝
さ
ん
が
永
年
に
わ
た

り
、罪
を
犯
し
た
人
々
の
改
善
更
生
と
犯
罪

予
防
に
尽
力

し
た
功
績
に

よ
り
各
賞
が

贈
ら
れ
、
こ

の
た
び
小
林

町
長
に
ご
報

告
い
た
だ
き

ま
し
た
。
誠

に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

●
法
務
大
臣
表
彰�

西
本　

誠
さ
ん

　

多
年
に
わ
た
り
罪
を
犯
し
た
人
々
の
改

善
更
生
と
犯
罪
の
予
防
に
尽
力

●
鳥
取
保
護
観
察
所
長
表
彰

�

　竹
本　

光
子
さ
ん

　

保
護
司
と
し
て
犯
罪
を
犯
し
た
者
の
改

善
及
び
更
生
と
地
域
社
会
の
浄
化
に
尽
力

●
更
生
保
護
法
人

　全
国
保
護
司
連
盟

　

　理
事
長
表
彰�

谷
川　

幸
枝
さ
ん

　

多
年
に
わ
た
り
保
護
司
と
し
て
犯
罪
の

予
防
と
更
生
保
護
に
尽
力

【投票できる人】

今回の選挙に用いる選挙人名簿は、2月 3日に登録
します。
従って、２月９日に投票できる人はこの名簿に登録
されている人で、要件は次のとおりです。
○年齢要件
平成６年２月10日以前に生まれた方
○住所要件
平成25年11月３日以前に住民登録をした方（投票日
の前日までに町外に転出した方は、投票できません）

【投票用紙は 2 種類】

投票用紙は町議会議員選挙と町長選挙の 2種類を使
用します。
・町議会議員選挙の投票用紙　白色で印刷は黒のインク
・町長選挙の投票用紙　黄色で印刷は赤のインク
【投票所・投票時間】

投票日は、入場券に記載されている下記の投票所で
投票してください。投票日の投票時間は1時間繰上げ
し、７時から19時までです。

若桜町議会議員一般選挙及び若桜町長選挙
投票日 ２月９日（日）

☎
お問い合わせ

若桜町選挙管理委員会
（８２）２２11

ＩＰ９（８２）２２11

投票区 投票場所 投票区 投票場所

第１投票区 第１町民体育館
（若桜町民体育館） 第６投票区 若桜学園小学校 米分校

第２投票区 第２町民体育館
（旧若桜小学校体育館） 第７投票区 若桜町高齢者等交流拠点施設

（寄来屋）
第３投票区 高野老人憩の家 第８投票区 若桜町公民館池田分館
第４投票区 若桜学園さくらホール 第９投票区 小船ふれあい館
第５投票区 諸鹿公民館

【期日前投票】

投票日に投票所に行くことが出来ない人は、期
日前投票ができます。
期　間　2月 5日（水）～ 2月 8日（土）
８時30分～ 20時まで
場　所　若桜町役場 2階「期日前投票所」

【開票】

開票は投票日当日の19時40分から、第１町民体
育館で行います。
最初に町長選挙、次に町議会議員選挙の順に行
います。

【選挙公報の発行】

町民に候補者の周知を図ることと選挙への関心
を高めるため、候補者の写真、氏名、政見など
を掲載した選挙公報を発行します。
自治会長さんを通じて配付する予定です。

白熱した試合に熱狂！～若桜町卓球大会～

　団体の部

　12 月８日に若桜町体育協会主催で団体戦４チーム・
個人戦 10名の参加のもと、卓球大会が開催されました。
　団体の部は、若桜町特別ルールのもと、和気あいあ
いとしたゲームが多く、若桜学園卓球部も参加しまし
た。
　個人の部は、男女混合で試合を行い白熱したラリー
が繰り広げられていました。

１位　Ｆ＆Ｙ	 	 	 	 	 	
２位　スポ少 A保護者		 	 	 	 	
	
オープン参加
　　　若桜学園卓球部	
　　　混合チーム

団体戦：F ＆ Y 対スポ少 A 保護者

個人戦：白熱したラリーが続く

第 1 位 小林　　優介
第２位 浅井　穂乃香
第３位 岩見　　　瞭

　個人の部

●ご近所さんでウォームシェア

ご近所さんとの交流も兼ねてお茶会やランチ会を
楽しみましょう。地域のつながりを深めることが
住みよいまちづくりに繋がります。

●公共施設でウォームシェア

図書館、レクリエーション施設、公民館、児童
館など無料または低価格で有意義に過ごせる公
共施設を活用しよう。

●スポーツジムウォームシェア

ウインタースポーツなどで体を動かして内側か
ら温まりましょう。昔ながらのおしくらまんじゅ
うや、スポーツ観戦で熱くなるのもウォームシェ
ア！

●温泉や浴場でウォームシェア

お風呂で温まることは美容や健康にもプラス。
大きな浴槽でのびのびリラックスすれば気分も
格別です。

家庭や

ご近所で

ウォームシェア

集まることであったまろう。暖房止めて外に出よう。
今年の冬は「ウォームシェア」

家族やご近所同士が一つの部屋・場所に集まって過ごせば、

エネルギー消費を減らせるだけでなく、コミュニケーション

も深まります。

法
務
大
臣
表
彰
な
ど

　
　
　各
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た

左から西本誠さん、小林町長、谷川幸枝さん、竹本光子さん
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☎
お問い合わせ

若桜町保健センター
（８２）２２１４

若桜町包括支援センター
（８２）２２０９

IP ９（８２）２２１４

　検診を受けることは、病気の予防や早期発見につな
げることができます。
　国保特定健診（40歳以上 75歳未満の国民健康保険
加入者）、健康診査（75歳以上の後期高齢者）及びが
ん検診をまだ受けていない方に、1月上旬に受診券及
び受診票の再通知を行います。まだ受けていない方は
この機会に受けられますようお勧めします。

月　　日 受付時間 実施場所 内　容 性別 該当集落

１月29日（水）
８時30分	
～	
10時

保健センター

特定健診	
健康診査	
胃・肺・大腸	
子宮・乳

男女 全集落

２月２日（日）
８時30分	
～	
10時

保健センター
胃・肺・大腸	
子宮・乳

男女 全集落

＊特定健診・健康診査を希望の方は必ず特定健診受診券または健康診査受診券、保険証及びお口の健康

アンケートをご持参ください。

＊がん検診を希望の方は受診票をご持参ください。

＊休日がん検診は受診者が多い場合、検診日当日に人数制限をする場合がありますので、ご了承くださ

い。

＊結果は全ての方に通知をします。

●国保以外の保険の被扶養者の方も特定健診を受診できます。各事業所から発送されている特定健診受

診券と健康保険証を必ずご持参ください。

個別健診の期限：１月末

医療機関：わかさ生協診療所・若桜柿坂医院

＊必ず特定健診受診券または健康診査受診券、保

険証、お口の健康アンケートをご持参の上受け

てください。

個別がん検診の期限：２月末

＊町内医療機関で個別検診を希望される方は、必

ず受診票をご持参の上受けてください。

＊町外医療機関で個別検診を希望される方は、事

前に保健センターで個別検診用の受診票を受け

取ってから受けてください。

＜ 集団　特定健診・健康診査・がん検診　日程＞

＜ 個別 特定健診・健康診査 ＞ ＜ 個別 がん検診 ＞

年に1度は検診を
受けましょう

12月5日�木�〉〉〉
雪かきの負担軽減に！
～平成25年度若桜町小型除雪機引渡式～

　経済産業省の電源立地地域対策交付金を活用して、今

年度は小型除雪機１台（１１０ｃｍ級）を購入し、町から

若葉団地自治会へ貸付しました。�

　引渡式の後、石黒自治会長に使用方法などについて、

講習を受けていただき、集落へ配備しました。�

安全には十分気をつけて運転していただくとともに、集

落で大切に使用していただきたいと思います。�

　また、この小型除雪機で、若桜学園前の町道の歩道除

雪も行うことになっています。�

小型除雪機引渡式
（右：石黒若葉団地自治会長、左：小林町長）

11月24日日�〉〉〉

　若桜町公民館で平成２５年度若桜町社会福祉

大会が開催されました。大会では、「若桜の保

健医療を考える講演会」や「記念講演会」があり、

約２００人の参加者が集いました。�

　美しく豊かな自然のある若桜町で、人生の最

後まで安心して暮らせるようにみんなで一緒に

考えることができた大会となりました。�

　役場で通訳の仕事をされている陳淑子さ

んを講師に招き、韓国の文化についてお話

をしていただきました。はじめに、今年の

夏に行われた若桜学園生徒の訪韓ビデオを

観て、生徒たちが韓国語で自己紹介し、童

謡ふるさとを歌う勇姿に感動しました。お

昼は、韓国料理のチヂミを作り、午後から

韓国語のあいさつと自己紹介の言葉を習い

ました。韓国への理解を深めることができ、

有意義な一日になりました。�

これからの若桜町安心、安全の環境を考える
～平成２５年度若桜町社会福祉大会～

韓国についてもっと知りましょう！

11月21日木�〉〉〉

　～中原ふれあいサロン～　

講演される守山所長

講　師 題　名
守山　泰生

（わかさ生協診療所所長）
これからの若桜町の地域医療を
考える

杉原　誉明
（鳥取大学医学部附属病院）

正しく知ろう肝臓病～知って得す
る肝臓のお話～

牧里　毎治
（関西学院大学）

地域での新たな支え合いのシス
テム

●韓国語教室の生徒募集
【大　人】場所：若桜町公民館２階
　　　　日時：月曜日　14時～ 15時　　　　初級クラス
　　　　　　　　　　　15時～ 16時30分　　中級クラス
　　　 　　　火曜日　13時30分～15時30分　初級クラス　　

【子ども】場所：わかさ生涯学習情報館
　　　　日時：水曜日　15時30分～ 16時30分　　　　　　
お問い合わせ：若桜町公民館　☎（82)1584　IP☎9(82)1584
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対象となる方

平成25年12まで 平成26年１月から

前々年分あるいは前年分の事業所得などの金
額の合計額が300万円を超える方

農業等事業所得、不動産所得または山林所得
を生ずべき業務を行う全ての方

保存が必要なもの 保存期間

帳簿
収入金額や必要経費を記載した帳簿（法定帳簿） ７年

業務に関して作成した上記以外の帳簿（任意帳簿） ５年

書類
決算に関して作成した棚卸表その他の書類

５年
業務に関して作成し、または受領した請求書、納品書、送り状、領収書などの書類

※医療費控除を受ける人は、事前に医療機関別・個人別に領収書等を区別し計算しておいてください。

※農業所得の申告をされる人は、必要経費をそれぞれ分類して計算し、収支内訳書を記載してください。

※営業・譲渡所得・山林所得の簡易な申告は受付けますので、該当地区の日程にお越しください。それ以外の方

は鳥取市役所駅南庁舎で申告してください。（確定申告期間中は鳥取税務署での申告相談を実施しておりませ

んので、ご注意ください）

※上場株式などに係る配当等（大口株主を除く）を申告する場合は、住民税額を「住民税に関する事項」欄上場

株式等に係る配当など（大口株主を除く）を申告する場合は、住民税額を「住民税に関する事項」欄に記入し

てください。

※国税庁ホームページ（www.e-tax.nta.go.jp）e－ＴＡＸでの確定申告が便利ですのでご利用ください。

☎
お問い合わせ
役場税務課

（８２）２２３４
ＩＰ９（８２）２２３４

る所得）があった人、不動産所得（地代・家賃
など）のあった人、土地や建物などを譲渡した
人などで、所得の合計額が扶養控除・基礎控除、
その他の所得控除の合計額よりも多い人などは
必ず申告してください。
○所得税及び復興特別所得税の還付
　平成25年の中途に退職し、再就職していない
人や、多額の医療費を支払った人（医療費控除）、
住宅の取得や一定の増改築のために銀行などか
ら借りた借入金残高がある人（住宅借入金等特
別控除）などは確定申告をすると源泉徴収され
た税金が還付されることがあります。

　所得税及び復興特別所得税

確定申告が必要な人

○給与所得の人
　次のいずれかに該当する人は、確定申告が必要
です。
①給与収入が2,000万円を超える人
②給与所得・退職所得以外の所得合計が20万円
を超える人
③２カ所以上から給与をもらい、主たる給与以
外の給与収入金額と、給与所得・退職所得以
外の所得の合計額が20万円を超える人
○給与所得以外の人
　平成25年中に事業所得（農業・営業などによ

　町県民税 　　

　平成26年１月１日現在、若桜町に住所がある
人は、3月17日までに町県民税の申告書を提出
しなければなりません。
　この申告書は、国民健康保険税・後期高齢者
医療保険料の軽減措置・介護保険料・保育料な
どの判定や所得証明などの資料になりますので、

確定申告の準備は
お早めに！

申告の相談・受付は
２月17日（月）～３月17日（月）

所得税及び復興特別所得税の確定申告と町県民税
の申告時期が近づいてきました。
必要書類・領収書などを事前に整え、正しい申告
を早めにお願いします。

申告の日程・詳しくは広報わかさ２月号・回覧などでお知らせします。

収入がない人・扶養家族になっている人も必ず
期限内に申告してください。
　ただし、所得税及び復興特別所得税の確定申
告をした人、年末調整をした給与以外の所得が
ない人などは申告の必要がありません。	 	
	 	

　申告に必要なもの

①申告される人の印鑑
②生命保険料・地震保険料などの控除を受ける人は保険料の支払証明書
③国民年金保険料の支払額の確認できるもの（社会保険料控除証明書など）
④給与や年金配当などの源泉徴収票や支払証明書
⑤医療費控除を受ける人は領収書・または証明書、保険などで補てんされる金額の明細書
⑥還付申告の場合は申告する人の金融機関の口座番号のわかるもの
⑦事業所得（農業・営業）・不動産所得等のある人は収入・支出明細書・帳簿・領収書など
⑧寄附金控除を受ける方は、寄附した団体から受けた受領証など

○対象となる方	 	 	 	 	 	 	 	 	
　事業所得などを有する白色申告の方に対する現行の記帳・帳簿等の保存制度について、平成26年１月
から対象となる方が拡大されます。農業等事業所得、不動産所得または山林所得を生ずべき業務を行う
全ての方が対象です。
※所得税及び復興特別所得税の申告が必要ない方も、記帳・帳簿などの保存制度の対象となります。

○記帳する内容	 	 	 	 	 	 	 	 	
　売上げなどの収入金額・仕入れや経費に関する事項について、取引の年月日、売上先・仕入先その他
の相手方の名称、金額、日々の売上げ・仕入れ・経費の金額などを帳簿に記載します。
　記帳に当たっては、一つ一つの取引ごとではなく日々の合計金額をまとめて記帳するなど、簡易な方
法で記載してもよいことになっています。

○帳簿・書類の保存期間	 	 	 	 	 	 	 	 	

 平成26年１月から記帳・帳簿などの保存制度の対象者が拡大されます。
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□
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動

　

民
生
委
員
は
、
町
内
の
担
当
地
域
で
、

援
助
を
必
要
と
す
る
住
民
の
生
活
に
関
す

る
相
談
に
応
じ
た
り
、
助
言
な
ど
の
援
助

を
行
う
こ
と
を
主
な
職
務
と
し
、
福
祉
行

政
の
協
力
者
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
う

と
と
も
に
、
地
域
の
諸
団
体
と
も
連
携
し

て
様
々
な
福
祉
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
民
生
委
員
は
、
児
童
福
祉
法
の

規
定
に
よ
り
、
児
童
委
員
を
兼
ね
る
こ
と

と
さ
れ
て
お
り
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が

元
気
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
子
ど

も
た
ち
を
見
守
り
、
子
育
て
の
不
安
や
妊

娠
中
の
心
配
ご
と
な
ど
の
相
談
・
支
援
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
担
当
地
域
の
民

生
児
童
委
員
は
上
記
の
19
名
で
す
。（
順

不
同
）

〔
上
段
は
氏
名
、
新
・
再
任
の
別
、
下
段

は
担
当
地
域
〕

□
民
生
児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
を
ご

存
知
で
す
か

　

地
域
と
行
政
機
関
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
持
っ
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
世
帯
で
お
困

り
の
方
、
お
年
寄
り
の
介
護
が
大
変
な

方
、
障
が
い
な
ど
で
日
常
生
活
が
不
自
由

な
方
、
子
育
て
で
お
悩
み
の
方
、
や
む
を

得
な
い
事
情
で
生
活
に
お
困
り
の
方
な
ど

は
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
個
人
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

全
国
一
斉
改
選
が
平
成
25
年
12
月
１
日
に
行
わ
れ
、

同
日
付
け
で
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
民
生
委
員
・
児
童

委
員
及
び
主
任
児
童
委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
の
任
期
は
平
成
28
年
11
月
30
日
ま
で
の
３
年

間
で
す
。

み
な
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手
で
す

が
決
ま
り
ま
し
た

民
生
児
童
委
員

主
任
児
童
委
員

新

盛田郁子さん（再任）

下町

山根登代明さん（再任）

若葉団地、大炊

山下一義さん（再任）

茗荷谷、 米

高野須泰英さん（新任）

中町

徳田考重さん（新任）

上高野、高野

浅井菊栄さん（新任）

香田、長砂、湯原、渕見

細川由紀子さん（再任）

栃原、中原、加地

渕見龍彦さん（新任）

上町

谷口京子さん（新任）

井美子さん（再任）

農人町、三倉

長尾正重さん（新任）

来見野、諸鹿

平山茂雄さん（再任）

吉川

山田和洋さん（再任）

山田町

中田雅子さん（再任）

都宮和美さん（新任）

西町

中島佐代子さん（新任）

寺所、馬場、内町、赤松、
あかまつ団地

杉内成子さん（再任）

須澄、岩屋堂

武田恭二さん（新任）

新町

松田貴子さん（新任）

西町

伊井野政文さん（再任）

浅井、屋堂羅

岡本高士さん（再任）

岸野、糸白見、根安

□
主
任
児
童
委
員
の
活
動

　

主
任
児
童
委
員
は
、
町
内
全
域
に
お

い
て
児
童
福
祉
に
関
す
る
問
題
を
専
門

的
に
担
当
す
る
児
童
委
員
で
、
児
童
福

祉
関
係
機
関
や
児
童
委
員
と
の
連
絡
調

整
を
密
に
し
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
活
動
に
対
す
る
援
助
，
協
力
を
行
っ

て
い
ま
す
。
主
任
児
童
委
員
は
次
の
２

名
で
す
。（
順
不
同
）

□
民
生
児
童
委
員
の
功
績
称
え
感
謝
状
を
贈
呈

　

改
選
に
伴
い
委
員
を
退
任
さ
れ
た
方
へ
、
厚
生
労
働
大
臣
と

鳥
取
県
知
事
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

【
厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状
並
び
に
県
知
事
感
謝
状
】

（　

）
内
は
経
験
年
数

　

湯　

原　
　

鎌　

谷　

良　

憲
さ
ん　

	（
21
年
）

　

高　

野　
　

新　

林　

貴
美
教
さ
ん　

	（
15
年
８
ヶ
月
）

　

上　

町　
　

宮　

本　

光　

江
さ
ん　

	（
９
年
）

　

中　

町　
　

谷　

口　

雅　

子
さ
ん　

	（
９
年
）

　

下　

町　
　

上　

山　

邦　

子
さ
ん　

	（
９
年
）

　

新　

町　
　

小　

林　

義　

實
さ
ん　

	（
６
年
）

　

西　

町　
　

花　

木　

道　

子
さ
ん　

	（
６
年
）

　

西　

町　
　

岩　

本　

洋　

子
さ
ん　

	（
６
年
）

　

馬　

場　
　

盛　

本　

文　

子
さ
ん　

	（
６
年
）

　

諸　

鹿　
　

森　

下　

嘉　

明
さ
ん　

	（
６
年
）

【
鳥
取
県
知
事
感
謝
状
】（　

）
内
は
経
験
年
数

　

大　

野　
　

西　

山　

博　

文
さ
ん　

	（
３
年
）

会
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

 

会
長　

伊
井
野
政
文　

　

こ
の
度
の
一
斉
改
選
に
よ
り
、
若
桜
町
民
児
協
の
会
長

と
い
う
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。

　

不
安
と
戸
惑
い
が
交
錯
す
る
中
、
責
務
の
重
さ
と
役
割

を
充
分
認
識
し
、
少
子
・
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
若
桜
町

の
現
実
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、
全
国
民
児
協
の
活
動
強

化
方
針
『
広
げ
よ
う
地
域
に
根
ざ
し
た
思
い
や
り
』
に
基

づ
い
た
活
動
を
地
域
や
福
祉
に
携
わ
る
多
く
の
方
々
と
連

携
し
な
が
ら
推
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

不
慣
れ
な
点
も
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
皆
さ
ま
の
ご

指
導
ご
助
言
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平成26年１月11

　

農
業
委
員
会
は
、「
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
」
に

よ
っ
て
市
町
村
に
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
行
政
委
員

会
で
、
農
業
・
農
業
者
を
代
表
す
る
唯
一
の
組
織
で
す
。

　

選
挙
に
よ
り
選
ば
れ
た
６
人
と
、
団
体
（
農
業
協
同
組
合
・

農
業
共
済
組
合
）
推
薦
２
人
、
町
議
会
推
薦
委
員
２
人
の
合

計
10
人
、
及
び
農
業
委
員
会
事
務
局
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

｢

農
業
委
員
会｣

っ
て
何
？ ☎

お問い合わせ
農業委員会事務局
（82）２２３９

産業観光課
ＩＰ９（82）２２３８

  

12
月
13
日
に

　
　
　

   

農
業
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

報
告
事
項

・
認
定
電
気
通
信
事
業
者
の
行
う
中
継
施
設
等
の
設
置
に

伴
う
農
地
転
用
に
つ
い
て

審
議
事
項

・
利
用
権
設
定�

３
件

・
非
農
地
証
明�

２
件

・
農
地
法
第
４
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
申
請�

１
件
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指導を受けながら
学習に取り組む子どもたち

　

今
年
度
も
若
桜
町
学
力
向
上
支
援
事
業

の
一
環
と
し
て
「
若
桜
町
が
ん
ば
ろ
う
学

習
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
対
象
は
、
若

桜
学
園
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
で
、
10

月
よ
り
11
月
下
旬
に
か
け
て
、
平
日
週
２

日
間
程
度
合
計
10
回
、
若
桜
町
公
民
館
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

22
名
の
児
童
が
学
校
の
宿
題
を
し
た
あ

と
で
、
算
数
問
題
集
や
ド
リ
ル
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
参
加
し
た
児
童
は
、
学
習
支

援
員
さ
ん
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
熱
心

に
学
習
し
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、

算
数
の
学
習
が
以
前
よ
り
好
き
に
な
っ
た

子
ど
も
が
増
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
校
で
学
習
し
た
こ
と
を
復
習

し
た
こ
と
で
、
算
数
の
基
礎
的
な
事
項
の

定
着
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　子
ど
も
た
ち
の
感
想

・
学
習
時
間
が
だ
ん
だ
ん
増
え
て
き
た
の

で
よ
か
っ
た
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

・
が
ん
ば
ろ
う
学
習
会
で
勉
強
し
た
ら
、

と
っ
て
も
勉
強
が
進
ん
で
と
て
も
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。
前
に
習
っ
た
勉
強
も

思
い
出
せ
ま
し
た
。

・
い
ろ
い
ろ
わ
か
り
や
す
く
教
え
て
も
ら

い
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
が
ん
ば

れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。
来
年
も
行
き
た

い
で
す
。

・
家
で
早
く
勉
強
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
し
、
が
ん
ば
っ
て
集
中
し
て

で
き
ま
し
た
。

97

　

こ
の
学
習
会
に
参
加
す
る
こ
と
で
学
習

時
間
が
増
え
た
り
、
家
庭
で
読
書
を
し
た

り
す
る
時
間
が
生
み
出
せ
ま
し
た
。

若
桜
町

　学
力
向
上
支
援
事
業

今
年
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

「が
ん
ば
ろ
う
学
習
会
」

学
力
向
上
支
援
事
業

　

11
月
24
日
、「
親
子
ハ
ッ
ピ
ー
チ
ャ
レ

ン
ジ
教
室
」
を
若
桜
町
公
民
館
で
開
催
し

ま
し
た
。
今
回
は
若
桜
町
在
住
の
白
井
英

一
さ
ん
、
植
嶋
し
の
ぶ
さ
ん
を
講
師
と
し

て
「
プ
ロ
技
伝
授	

た
い
焼
き
」
＆
「
子

供
で
も
Ｏ
Ｋ
！
茶
道
」
と
題
し
、
７
家
族

16
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
た
い
焼
き
は
本

格
機
材
を
使
い
、
と
て
も
お
い
し
く
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
茶
道
は
そ
ん
な
に
格
式

張
ら
な
い
も
の
で
し
た
が
親
子
で
き
ち
ん

と
座
り
、
静
か
に
礼
儀
正
し
く
お
茶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
貴
重
な
体
験
を
し
な
が

ら
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、12
月
７
日「
わ
か
さ
子
ど
も
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
若
桜
町
公
民
館
で
開
催

し
ま
し
た
。
若
桜
学
園
１
年
生
か
ら
６
年

生
ま
で
28
名
の
児
童
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
「
お
菓
子
の
家
づ
く
り
」
と
し

て
、
７
名
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

自
分
た
ち
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
な
が

ら
、
生
ク
リ
ー
ム
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
フ

ル
ー
ツ
な
ど
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
て
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
家
を
作
り
ま
し
た
。
ど
の
グ
ル
ー

プ
も
高
学
年
が
う
ま
く
リ
ー
ド
し
協
力
し

ま
し
た
。で
き
あ
が
っ
た
お
菓
子
の
家
は
、

ど
れ
も
食
べ
き
れ
な
い
ほ
ど
の
豪
邸
と
な

り
ま
し
た
。　

☀
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
☀

ふ
れ
あ
い
が
広
が
り
ま
し
た

「
親
子
ハ
ッ
ピ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
」

「
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

力を合わせて　お菓子の家が完成！

少し緊張気味

平成26年１月13

子
ど
も
の
体
力
向
上　

推
進
モ
デ
ル
校
実
践
事
業　

パ
ー
ト
３

　

若
桜
学
園
は
、
鳥
取
県
教
育
委
員
会

よ
り
子
ど
も
の
体
力
向
上
推
進
モ
デ
ル

校
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
ガ
イ
ナ
ー
レ
鳥
取
の
チ
ー

ム
ス
タ
ッ
フ
２
名
（
堀
池
コ
ー
チ
・
内

間
コ
ー
チ
）
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
３
・
４
年
生
の
体
育
授
業
に
ゲ

ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
来
て
い
た

だ
き
、「
運
ぶ
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し

て
指
導
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く

な
る
よ
う
な
動
き
を
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
技
術
指
導
だ
け
で
な
く
運

動
の
大
切
さ
や
楽
し
さ
も
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

児
童
か
ら
は
、「
下
ば
か
り
見
る
の

で
な
く
前
も
向
い
て
ド
リ
ブ
ル
す
る
と

上
手
に
ド
リ
ブ
ル
が
で
き
た
」「
コ
ー

チ
２
人
と
試
合
を
し
て
楽
し
か
っ
た
」

と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
教
室
を
通
し
、
運
動
に
対

す
る
意
欲
が
増
す
よ
い
機
会
に
な
り
ま

し
た
。 ～

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
に

 

学
ぼ
う
！
～ガイナーレスタッフ（堀池コーチ・内間コーチ）

対青チーム（児童）
前を向いてボールを運んでみよう

平
成
26
年
度
の
償
却
資
産（
固
定
資
産
税
）の

申
告
時
期
に
な
り
ま
し
た

〈
申
告
す
る
必
要
が
あ
る
人
は
〉

　

平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
で
、
町
内

に
償
却
資
産
を
所
有
す
る
法
人
や
個
人

で
す
。

〈
償
却
資
産
と
は
〉

　

土
地
や
家
屋
以
外
の
『
事
業
用
資
産
』

で
す
。

〈
償
却
資
産
の
対
象
に
な
る
も
の
は
〉

　

事
業
の
た
め
に
会
社
や
個
人
が
所
有

し
て
い
る
構
築
物
、
機
械
、
船
舶
、
運

搬
具
、
工
具
及
び
備
品
な
ど
で
す
。

〈
申
告
方
法
は
〉

　

申
告
す
べ
き
資
産
が
あ
り
昨
年
度
申

告
さ
れ
た
方
に
は
、
申
告
書
を
12
月
下

旬
頃
に
郵
送
し
て
い
ま
す
。
償
却
資
産

の
種
類
、
数
量
、
取
得
時
期
、
取
得
価
額
、

耐
用
年
数
な
ど
を
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
電

子
申
告
（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）
も
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。
詳
し
い
内
容
や
手
続

き
に
つ
き
ま
し
て
は
、
エ
ル
タ
ッ
ク
ス

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

新
規
で
事
業
を
始
め
ら
れ
た
方
や
未

申
告
で
あ
っ
た
方
な
ど
は
、
役
場
税
務

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
申
告
に
あ
た
っ
て
の
注
意
点
〉

　

平
成
20
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
、

「
減
価
償
却
資
産
の
耐
用
年
数
等
に
関
す

る
省
令
」
が
改
正
さ
れ
、「
機
械
及
び
装

置
」
を
中
心
と
し
て
資
産
区
分
の
見
直

し
、
耐
用
年
数
の
変
更
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

平
成
26
年
１
月
１
日
の
時
点
で
お
持

ち
の
資
産
の
中
に
、
平
成
19
年
以
前
に

取
得
し
た
機
械
及
び
装
置
で
耐
用
年
数

に
変
更
が
生
じ
る
場
合
は
、
訂
正
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
（
※
耐
用
年
数
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

財
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
確
認
い

た
だ
け
ま
す
）

〈
申
告
書
の
提
出
期
限
等
は
〉

提
出
期
限
…
平
成
26
年
１
月
31
日
（
金
）

提
出
先
…
役
場
税
務
課



今月の言葉　人の欠点　笑う人より人の　長所をほめる人

第２６回「部落解放ふれあい祭り」前夜祭
人権コンサート・人権意見発表の感想～アンケート結果から～

参　　加　　者　６０名 ア ン ケ ー ト 協力者 ２８名

★この前夜祭をどこで知りましたか？
　（多かった上位２位まで掲載）

ポスター・チラシ １１名

広報わかさ 　７名

★参加いただいた動機（理由）は何ですか？
　（多かった上位２位まで掲載）

コンサートに興味があったから １８名

人権問題に関心があるから １６名

★前夜祭に対する率直な感想をお聞かせください
　（多かった上位２位まで掲載）

満足した ２４名

どちらともいえない 　４名

★今後希望する前夜祭の形式は何がいいですか？
　（多かった上位２位まで掲載）

人権コンサート １７名

人権劇や一人芝居 　６名

★（その他ご意見・ご感想）

★健康料理教室（１２月１３日）★

　食事はおいしく食べていますか？
　健康で長生きするためには、食生活が大切です。　
いくつになっても、食べる楽しみをもつための教室で
す。高齢者の方にも食べやすい料理をつくりました。

ひじきご飯・ちゃんぽんうどん
バナナときな粉ヨーグルト

一言感想をのべ食事

隣保館イルミネーション

平成26年１月15

携帯で無料の占いサイトを検索していて、年齢確認で「20歳以上」を

チェックしたら、「登録が完了しました。3日以内に3万円支払ってく

ださい」という画面が表示された。慌てて「退会」をクリックしたら大量

の請求メールが届くようになり困っている。

「無料だと思って年齢確認したら契約が成立したと言われた」という相
談が多数寄せられています。契約した覚えがなければ安易に支払って

はいけません。身に覚えのない請求は無視しましょう。「退会」をクリック
すると自動的に空メールが送られ、あなたのアドレスを伝えることになり
ます。また、「サポートセンターへ電話しろ」と書かれている場合もありま
すが、連絡すればあなたの電話番号を教えてしまいます。気をつけましょう。

Ｑ

Ａ

※ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サイト）とは、人と人とのつながり
を促進・サポートする、コミュニティ型の Web サイト。

　20歳のみなさん、成人おめでとうございます。
成人すると大人として認められますが、同時に責任も生まれます。法
的に保護される未成年者と違い、「契約」に関しても成人として責任
を持つことになります。一度結んだ契約は、一方的に取り消すことは
できません。じっくりしっかり契約内容を確認してから契約する習慣
を身につけてください。

　今回は若い方からの相談も多いインターネット上でのトラブルをご紹介します。突然
の高額請求に戸惑ったことはありませんか。

消
費
生
活
相
談
窓
口
だ
よ
り

毎週火曜日 9時～16時IP☎9(71)0822 ☎(71)0822（※いずれも相談専用ダイヤルです）

電話相談

毎週火曜日 9時～16時地域福祉センター ドリーミー 2階

面談相談

役場町民福祉課
IP☎9(82)2232 
☎(82)2232・2233 

出前講座お申し込み先

～契約は慎重に～～契約は慎重に～
新成人のみなさんへ

く
ら
し

く

の
悩
み

2222

階階

今月の消費生活相談（毎週火曜日）1月7日（火）、１4日（火）、21日（火）、28日（火）９時～１６時（電話・面談）地域福祉センタードリーミー ２階 ＊予約不要☎(７１)０８２２  IP☎９(７１)０８２２  （いずれも相談専用ダイヤルです）
今月の法律相談
1月14日（火）13時30分～１６時地域福祉センタードリーミー  ２階 ＊要予約☎(82)0254  IP☎９(82)0254  

平成26年１月 14

冬を彩るイルミネーションが

あたたかい気持ちを運んでく

れます。お楽しみください。

・在日の話はあまり関心がなかったが勉強になった。
・差別の共通点について理解できた。
・差別解消に向けて行動していきたい。
・「島人の宝」「世界に一つだけの花」がとてもよかっ    
　た。
・心が暖かくなる一時を過ごさせていただきました。
・みんなで楽しい世の中にしていけば差別はなくな　
ると思います。　

・手話付き「世界に一つだけの花」はすばらしかった。
・おやじのバンドというイメージでしたが一人ひと　
　りの話を聞き、一人の人格として見ることができた。
・一人ひとりが人間として接する大切さを考えさせら
　れました。　
・今後の人生にどう生かすのか孫の成長を見守りた　
　い。おやじバンドのトークはとてもよかった。
・おやじバンドは素人っぽさがあり、ほのぼのしてい
　てよかった。

Ｑ ＳＮＳ（※）で知り合った相手と話が弾み、「ブログを見てほしい」と

言われた。アクセスしたら出会い系サイトだった。ポイント代を支払っ

て何度も会う約束をしたがいつもキャンセルされている。だまされている

のだろうか？

出会い系サイトではメール交換するためにポイント購入が必要です。
この事例はメール相手に会えると期待させ、サクラを使って不必要に

ポイントを使わせる詐欺的サイトのようです。確認できない相手の
甘い言葉に惑わされて返信をしてはいけません。詐欺であることや
サクラを使っていることの証明は困難で、お金を取り戻すことは大
変に難しいのです。
　万が一利用したときは、利用金額をその都度チェックし高額にな
らないように注意してください。また安易に個人情報をサイトへ載
せることはやめましょう。後々トラブルになることが多いようです。
　困った時は、一人で悩まず役場や消費生活相談窓口へご相談くだ
さい。

Ａ
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≪　文　学　≫ ≪　そ　の　他　≫

・たからもの 北原　亞以子 ・タモリ論 樋口　毅宏

・ガンコロリン 海堂　尊 ・実践！男のスタイルアップ術 BEAMS

・はなとゆめ 冲方　丁 ・ｉＰｈｏｎｅ買っちゃった！？ 美崎　栄一郎

・村上海賊の娘　　上・下 和田　竜 ・ちっちゃなチーズケーキの本 黒川　愉子

・城崎にて、殺人 西村　京太郎 ・義足ランナー 佐藤　次郎

・猫を拾いに 川上　弘美 ・地域再生のフロンティア 小田切　徳美

・検事の死命 柚木　裕子 ・日本１００低名山を歩く 角川マガジンズ

・まほろ駅前狂騒曲 三浦　しをん ・世界で見つけたこれ、なぁに？ 神林　千夏

・潮鳴り 葉室　麟 ≪　ヤングアダルト　≫

・限界捜査 安東　能明 ・ルリユール 村山　早紀

・大江戸恐龍伝　　１・２ 夢枕　獏 ・オフカウント 筑井　千枝子

・探偵部への挑戦状　　２ 東川　篤哉 ≪　児　童　書　≫

・黒書院の六兵衛　　上・下 浅田　次郎 ・キタキツネのおかあさん 竹田　津実

・終物語　　上 西尾　維新 ・ねこじゃら商店世界一のプレゼント 富安　陽子

・キウイγは時計仕掛け 森　博嗣 ・母ちゃんのもと 福　明子

・独走 堂場　瞬一 ・ルルとララのクリスマス あんびる　やすこ

・たしなみについて 白洲　正子 ≪　絵　本　≫

・物語ること、生きること 上橋　菜穂子 ・うんこしりとり ｔｕｐｅｒａ　ｔｕｐｅｒａ

・やっぱり、嵯峨野へ行こう 瀬戸内　寂聴 ・だいすき、でも、でもね 二宮　由紀子

・男と女、なぜ別れるのか 渡辺　淳一 ・ビックパーン！ 中谷　靖彦

・寄る年波には平泳ぎ 群　ようこ ・ゆきのうえゆきのした ケイト　メスナー

・その鳥は聖夜の前に 片山　恭一 ≪　郷　土　≫

・人生のぬくもり 津村　節子 ・中島菜刀 鳥取市歴史博物館

・日本人へ 塩野　七生 ・漫画故事成語 楠  麻貴子

※この他にもたくさん入ってきていますので、当館新刊コーナーをご覧ください。 

新　　着　　図　　書 2013. 11. 30 まで
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12 月 29 日㈰　  ➡通常営業
12 月 30 日㈪
12 月 31 日㈫　

1 月   1 日㈬　
1 月   2 日㈭　  ➡休館日　  
1 月   3 日㈮
1 月   4 日㈯
1 月   5 日㈰　  ➡通常営業
2014年もよろしくお願いします

年末年始の営業予定 あけましておめでとう
　　　　　　ございます

たくさんの方のご利用、
お待ちしております

スタッフ一同

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 1

5 6 7 8 9 10 11 2 3 4 5 6 7 8

12 13 14 15 16 17 18 9 10 11 12 13 14 15

19 20 21 22 23 24 25 16 17 18 19 20 21 22

26 27 28 29 30 31 23 24 25 26 27 28

月2月1

ほんのひろば カレンダー
おはなし会

*乳幼児対象おはなし会

1月16日(木) 10時30分から
（読み聞かせグループ「もこもこ」）

*小学生対象のおはなし会

1月18日(土) 10時10分から
（情報館司書）

場所：情報館プレイルーム

どなたでも参加いただけます。

お気軽においでください。

2014.1 No.112

【貸出冊数と期間】 1人５冊まで、２週間

【開館時間】 １０時～１８時

【休館日 】 毎週月曜日・祝日・毎月最終木曜日・年末年始

どなたでも利用料金は無料です

わかさ生涯学習情報館
℡ 0858(82)6860

IP 9(82)6860

FAX 0858(82)6861

※第１～第４火曜日「本の巡回便ムーブック」運行

1月27日（月）～１月31日（金）

昨年も多くの方に情報館をご利用いただき、ありがとう

ございました。本年も多くの方にご利用していただけるよ

う、職員一同皆様のご希望に添えるような図書館を目指

していこうと思いますので、よろしくお願いいたします。

新年は１月５日（日）から開館しております。
寒さが続きますが、皆様のご来館をお待ちしています。

休館中の本の返却は情報館右手にある返却ポストへ

ご返却ください。

●１月５日（日）は本を借りてくださった方（先着３０名）に、情報館よりささやかなお年玉をお配りいた

します。新年最初のご来館をお待ちしております。

●１月２４日（金）１４時より『第３回・音読教室』を開催します。誰でも気軽に参加できる、脳を元気に

するための音読教室です。参加希望の方は２２日までに情報館へご連絡ください。

●ほんのひろば正面展示コーナーに『大河ドラマ原作本』を展示しております。平成２６年の大河ドラ

マ「軍師官兵衛」の関連書籍や、歴代大河ドラマの原作となった小説を多数展示しております。ぜひご

覧ください。

利用者の皆様にはご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力のほどよろしくお願いいたします。

期間中の本の返却は、返却ポストにお願いいたします。
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　11月19日（火）、鳥取砂丘こどもの国の職員を講
師にお迎えして講習会を開催しました。
　受講生全員が初めての体験でしたが、UVレジン
液を流し込んで好みのビーズやパーツ、シールを配
置して紫外線を当てて固めるという工程を３度ほ
ど繰り返して、ブローチやネックレスなどを制作し
ました。完成した作品に受講生はご満悦で、また開
催してほしいという声をいただきました。

個性豊かなアクセサリー
～ UVレジンクラフト講習会～

　10月6日（土）、木下滋子さん（ポーセラーツインス
トラクター）を講師にお迎えし、ポーセラーツ講習会
を開催しました。
　ポーセラーツは、白磁の器に転写シールを貼ってオ
リジナルの器が作れるということに楽しみがありま
す。参加が初めての受講生は、講師に転写シールのは
がし方や貼り方の指導を受けながらコーヒーカップや
お皿などを制作しました。

　11月21日(木)、新日本海新聞社から４名
お迎えして『高齢者のための楽しい新聞講
座』を開催しました。
　最初に新聞を上手に活用すれば、投稿す
る楽しさ、読む楽しさ、パズルで頭の体操
ができるなど、様々な新聞の楽しみ方がで
きることが紹介されました。
　その後、31名の受講生はパズルの「７
つのちがいさがし」や古新聞を使ったエコ
バッグ作りに挑戦しました。

世界に一つのオリジナル食器
～ポーセラーツ講習会～

転写シールを丁寧に貼る受講生

エコバッグ作りに悪戦苦闘

パズルやエコバッグ作りに挑戦
～第8回若桜氷ノ山寿大学～

　12月７日（土）、講師に中山和
佳子さんをお迎えし、プリザーブ
ドフラワー講習会を開催しました。
　特殊な薬剤で加工したバラは、
まだ生花のようにみずみずしくや
わらかで繊細なため、受講生は丁
寧に扱いながらバランスよく材料
を配置して、しめ縄とクリスマス
リースを制作しました。
　通常のしめ縄、リースのイメー
ジとは少し変わった豪華で見事な
作品に仕上がりました。

お部屋のインテリアとして最適
～プリザーブドフラワー講習会～

　完成した作品を手にする受講生

講習風景

受講生作品


